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警戒レベル 状況

0
（WEB会議ツールによる危機感の共有）

・気象情報の報道【報道】 ○気象情報の確認・把握
○避難所・避難ルートの確認
○防災グッズの準備
○⾃宅保全

２⽇前〜
・富⼭県気象情報（随時） ・気象情報の報道【報道】 ○気象情報の確認・把握

○避難所・避難ルートの確認
・台⾵に関する気象庁記者会⾒ ○防災グッズの準備

○⾃宅保全

0
（WEB会議ツールによる危機感の共有）

・台⾵に関する気象庁記者会⾒ ○災害対策⽤資材等の確認・確 ○⽔防団等への情報提供 ○⽔防団等への情報提供 ○⽔防団等への情報提供 ○⽔防団等への情報提供 ・気象情報の報道【報道】 ○気象情報の確認・把握
○リエゾン体制の確認 ○避難所・避難ルートの確認
○協⼒機関の体制確認 ○防災グッズの準備

⼤⾬注意報・洪⽔注意報発表 ○⾃宅保全

台⾵の影響に関する情報提供 ⾼齢者等避難の発令判断

⼤⾬警報・洪⽔警報発表

1

⽔防警報(待機) ● ● ● ● ● ●

注意体制 第1⾮常配備 第1⾮常配備 待機体制 待機体制 ・気象情報の報道【報道】 ○気象情報の確認・把握
○避難所・避難ルートの確認

○樋管等の操作 ○連絡要員の配置 ○連絡要員の配置 ○連絡要員の配置 ○連絡要員の配置 ○防災グッズの準備
○⽔防団へ待機・準備指⽰ ○⽔防団へ待機・準備指⽰ ○⽔防団へ待機・準備指⽰ ○⽔防団へ待機・準備指⽰ ○⾃宅保全
○河川⽔位、気象情報の収集 ○河川⽔位、気象情報の収集 ○河川⽔位、気象情報の収集 ○河川⽔位、気象情報の収集

・富⼭県気象情報(随時)

２

洪⽔予報・⽔位周知(氾濫注意情報) ● ● ● ● ● ●

⽔防警報(出動) ● ● ● ● ● ●【警察、ダム管理所】

○気象情報の確認・把握
警戒体制 第2⾮常配備 第2⾮常配備 第１動員体制 第１動員体制 ○避難所・避難ルートの確認

○防災グッズの準備
○出⽔時点検（巡視） ○⽔防団へ出動指⽰ ○⽔防団へ出動指⽰ ○⽔防団へ出動指⽰ ○⽔防団へ出動指⽰ ○⾃宅保全
○CCTVによる監視体制強化 ○河川⽔位、気象情報の収集 ○河川⽔位、気象情報の収集 ○河川⽔位、気象情報の収集 ○河川⽔位、気象情報の収集
○防災エキスパートの要請
○占⽤⼯作物撤去開始
○協定業者へ待機指⽰

● 巡視・⽔防活動状況報告 巡視・⽔防活動状況報告 巡視・⽔防活動状況報告 巡視・⽔防活動状況報告

・富⼭県気象情報(随時)

ホットライン ● ● ● ●

○樋⾨・閘⾨の全閉完了
※捜査員の避難開始

３

洪⽔予報・⽔位周知(氾濫警戒情報) ● ● ● ● ●

・富⼭県気象情報(随時)

○出⽔時点検（巡視） ○災害対策本部設置 ○災害対策本部設置 ○災害対策本部設置 ○災害対策本部設置
○避難所開設準備 ○避難所開設準備 ○避難所開設準備 ○避難所開設準備

● ●

ホットライン

【⿊部川】愛本(下流)観測所
3100m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
3100m3/s

・避難情報や気象、河川情報、
　交通規制の報道【報道】

その他関係機関

事前放流に関する体制⼊り
【ダム管理所・利⽔者】

※実施基準を満たす場合

住⺠等

⾼齢者・要配慮者避難開始

●
【警察、報道】

●【警察、ダム管理所】

○避難準備・⾃主避難の開始
（全員）

・避難情報や気象、河川情報、
　交通規制の報道【報道】

○防災無線、CATV、
　緊急速報メール

１⽇前〜
（準備）

要配慮者施設、⼤規模事業者へ
洪⽔予報伝達

要配慮者施設、⼤規模事業者へ
洪⽔予報伝達

要配慮者施設、⼤規模事業者へ
洪⽔予報伝達

要配慮者施設、⼤規模事業者へ
洪⽔予報伝達

⾼齢者等避難発令 ⾼齢者等避難発令

⾮常体制 第３⾮常配備 第3⾮常配備 第２動員体制 第２動員体制

● ● ● ●

＜避難判断流量・氾濫危険流量へ
到達する⾒込みの場合＞

リエゾンの派遣
【⿊部市・⼊善町・朝⽇町】 ●

【⿊部川】愛本観測所
1600m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
3100m3/s

・３⽇後に台⾵が
　⿊部川流域に影響する恐れ
・3⽇後に⼤⾬が予想され
　⿊部川流域に影響する恐れ
・早期注意情報（警報級の可能性）
で【中･⾼】が発表された場合
・台⾵情報で富⼭県への影響が考えら
れる場合

⿊部川流域　流域タイムライン
　(愛本、愛本（下流）流量観測所)

富⼭地⽅気象台 ⿊部河川事務所 富⼭県 ⿊部市
（愛本流量観測所）

⿊部市
（愛本(下流)流量観測所）

・氾濫注意流量到達
《⿊部川》

愛本流量観測所
　700m3/s

　　　(相当⽔位127.91m)

　愛本(下流)流量観測所
　700m3/s

　　　(相当⽔位127.91m)

【⿊部川】愛本観測所
700m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
700m3/s

３⽇前〜
（準備）

事前放流に関する体制⼊り
※実施基準を満たす場合

・1⽇後に台⾵が
⿊部川流域に影響する恐れ

・1⽇後に⼤⾬が予想され
⿊部川流域に影響する恐れ

リエゾンの派遣
【⿊部市・⼊善町・朝⽇町】 ● ●

●

・避難判断流量到達
《⿊部川》

愛本流量観測所
　1600m3/s

　　　(相当⽔位129.90m)

　愛本(下流)流量観測所
　3100m3/s

　　　(相当⽔位132.20m)

【予測情報に基づく発令】
・氾濫危険流量に到達すると⾒込
　まれるとき。
※避難判断流量に到達していない時
点で６時間以内の予測で氾濫危険
流量への到達が⾒込まれる場合

防災操作（洪⽔調節）の実施
【宇奈⽉ダム管理所】 ● ● ●

⼊善町
（愛本(下流)流量観測所）

朝⽇町
（愛本(下流)流量観測所）

・台⾵情報(随時)

● ●

● ●

・台⾵情報(随時) ⾼齢者等避難発令 ⾼齢者等避難発令

・⽔防団待機流量到達
《⿊部川》

愛本流量観測所
　550m3/s

　　　(相当⽔位127.47m)

　愛本(下流)流量観測所
　550m3/s

　　　(相当⽔位127.47m)

【⿊部川】愛本観測所
550m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
550m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
550m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
550m3/s

・台⾵情報(随時)

夜間〜翌⽇に警報に切り替える可能性
が⾼い注意報の発表

【⿊部川】愛本(下流)観測所
700m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
700m3/s
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警戒レベル 状況 その他関係機関 住⺠等

⿊部川流域　流域タイムライン
　(愛本、愛本（下流）流量観測所)

富⼭地⽅気象台 ⿊部河川事務所 富⼭県 ⿊部市
（愛本流量観測所）

⿊部市
（愛本(下流)流量観測所）

⼊善町
（愛本(下流)流量観測所）

朝⽇町
（愛本(下流)流量観測所）

４

洪⽔予報・⽔位周知(氾濫危険情報) ● ● ● ● ●

・洪⽔予報の緊急速報メール

● 災害対策機械の派遣要請 災害対策機械の派遣要請 災害対策機械の派遣要請 災害対策機械の派遣要請
災害対策機械の派遣

● ● ● ● ● (電気)供給停⽌
● ● ● ● ● (通信)供給停⽌

暴⾵による供給停⽌

運⾏停⽌の周知【鉄道】
● ● ● ● ● ●

運⾏停⽌の周知【バス】

● ● ● ● ●

●【警察、消防】

⼤⾬特別警報発表
⼤⾬特別警報の住⺠への周知 ⼤⾬特別警報の住⺠への周知 ⼤⾬特別警報の住⺠への周知 ⼤⾬特別警報の住⺠への周知

５
⼤⾬特別警報解除

臨時の洪⽔予報 ● ● ● ● ●

洪⽔予報・⽔位周知(氾濫発⽣情報) ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

・洪⽔予報の緊急速報メール

現地対策本部設置
・氾濫発⽣の報道【報道】

⾃衛隊への災害派遣要請 ●【⾃衛隊】

● ● ● ● ● 【電気】供給停⽌
【通信】供給停⽌

● ● ● ● ● ● 浸⽔による供給停⽌

【ガス】供給停⽌
LPガスは取扱上の安全な対応を周知

● TEC-FORCEの要請 TEC-FORCEの要請 TEC-FORCEの要請 TEC-FORCEの要請

TEC-FORCEの派遣【⾃治体TL】

避難開始（全員）

○⾃主避難の開始（全員）

緊急安全確保発令 緊急安全確保発令 緊急安全確保発令

氾濫危険⽔位を超過したことを住⺠に
知らせる ● ● ● ●

●

●

第３動員体制

・避難情報、ライフライン停⽌状況
の報道【報道】

計画運休が実施されない場合

異常洪⽔時防災操作の実施
【宇奈⽉ダム管理所】

【⿊部川】愛本観測所
2500m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
3800m3/s

●
【警察、報道、ダム管理所】

避難完了

・被害状況、ライフライン停⽌状況
の報道【報道】

・交通規制、鉄道、バスの運⾏状
況の報道【報道】

バスの計画運休が実施されない場合

●

第３動員体制第3⾮常配備

※気象・⽔象情報に関する発表等のタ
イミングについては、地域・事象によって、
異なります。 緊急復旧、堤防調査委員会設置

・氾濫発⽣

氾濫発⽣したことを住⺠に知らせる

●

ホットライン
（個別、氾濫発⽣の伝達）

●
【警察、報道、ダム管理所】

●
【警察、報道、ダム管理所】

緊急安全確保発令

●
【警察、報道、ダム管理所】

⾃衛隊への災害派遣要請 ⾃衛隊への災害派遣要請 ⾃衛隊への災害派遣要請 ⾃衛隊への災害派遣要請

ホットライン

第３⾮常配備

避難指⽰発令 避難指⽰発令 避難指⽰発令 避難指⽰発令

【⿊部川】愛本(下流)観測所
3800m3/s

【⿊部川】愛本(下流)観測所
3800m3/s

● ●

・氾濫危険流量到達
《⿊部川》

愛本流量観測所
　2500m3/s

　　　(相当⽔位131.36m)

　愛本(下流)流量観測所
　3800m3/s

　　　(相当⽔位133.07m)

【予測情報に基づく発令】
・急激な流量の上昇によりまもなく氾
濫危険流量を超え、さらに流量の上昇
が⾒込まれるとき。
※氾濫危険流量に到達していない場
合で、氾濫する可能性のある流量への
到達を３時間先までに予測した場合
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 令 和 ５ 年 ８ 月 ２ ２ 日 

水管理・国土保全局 河川計画課 

 治水課 

『流域治水プロジェクト２．０』を策定します 

～気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向性を公表～ 

気候変動の影響による降雨量の増大に対して、早期に防災・減災を実現するため、流

域のあらゆる関係者による、様々な手法を活用した対策の一層の充実を図り、『流域治

水プロジェクト２．０』として取りまとめます。 

＜概要＞ 

流域治水プロジェクトは、上流、下流、本川、支川の流域全体を俯瞰し、河川整備等に

加えて、雨水貯留浸透施設、土地利用規制、利水ダムの事前放流など、あらゆる関係者が

協働し、各水系で重点的に実施する治水対策の全体像を取りまとめた取組です。 

気候変動の影響により、2040 年頃には降雨量が約 1.1 倍、流量が 1.2 倍、洪水発生頻度

が２倍に増加すると見込まれることを踏まえ、流域治水の取組を更に加速化・深化させる

ため、全国 109 の一級水系で、気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方針を反映し

た流域治水プロジェクト２．０に更新してまいります。今般、全国８の一級水系（別紙１

参照）において先行して公表し、他の一級水系についても、今年度を目途に順次更新して

まいります。 

≪流域治水プロジェクト２．０のポイント（別紙２・別紙３参照）≫ 

【ポイント①】気候変動による降雨量増加に伴う水害リスク（浸水世帯数等）の増大を

明示する。 

【ポイント②】これに対応するため、本川の整備に加えて、まちづくりや内水対策など

の流域対策を充実し達成目標を設定する（目標の重層化）。 

【ポイント③】この目標を達成するために必要な追加対策等を明示する。 

今回公表した流域治水プロジェクト２．０については、以下の HP に掲載されている各
水系の協議会 HP をご覧ください。 

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/ryuiki_pro/index.html 
添付資料 
別紙１ 【概要】流域治水プロジェクト 2.0 
別紙２ 【事例】仁淀川水系流域治水プロジェクト 2.0 
別紙３ 【事例】太田川水系流域治水プロジェクト 2.0 

【問い合わせ】国土交通省水管理・国土保全局 治水課 

課長補佐   萩原 健介 （内線：35-542） 

企画調整係長 岡安 光太郎（内線：35-543） 

代表 03-5253-8111 直通 03-5253-8452 

資料4
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と
す

る
洪

水
規

模
）

気
候

変
動

シ
ナ

リ
オ

約
1
.1

倍
２

℃
上

昇

流
量

全
国

の
平

均
的

な
傾

向
【
試

算
結

果
】

約
1
.2

倍

降
雨

量
が

約
1
.1

倍
と

な
っ

た
場

合

様
々

な
手

法
の

活
用

イ
メ

ー
ジ

同
じ
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

目
標
流
量
を
1
.2
倍
に
引
き
上
げ
る
必
要

同
じ

治
水

安
全

度

＝＜
気

候
変

動
に

対
応

し
た

計
画

＞
6
0
0
0
ト

ン
（
5
0
年

に
一

度
の

洪
水

）

＜
現

行
計

画
＞

5
0
0
0
ト

ン
（
5
0
年

に
一

度
の

洪
水

）

◆
治

水
施

設
の

多
面

的
機

能
の

活
用

・
平

時
に

お
け

る
遊

水
地

内
の

利
活

用
・

M
IZ

BE
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

整
備

（
防

災
×

賑
わ

い
創

出
）

◆
溢

れ
る

こ
と

も
考

慮
し

た
減

災
対

策
の

推
進

・
粘

り
強

い
河

川
堤

防
の

整
備

・
貯

留
機

能
保

全
地

域
に

お
け

る
、

家
屋

の
か

さ
上

げ
・
移

転

◆
イ

ン
フ

ラ
DX

等
の

新
技

術
の

活
用

・
洪

水
予

測
の

高
度

化
・
浸

水
セ

ン
サ

の
導

入
・
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

河
川

管
理

の
高

度
化

・
効

率
化

◆
治

水
施

設
の

多
面

的
機

能
の

活
用

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
ダ

ム
の

取
組

推
進

※
現
行
の
計
画
と
同
じ
完
了
時
期
ま
で
に
目
標
と
す
る
治
水
安
全
度
を
達
成
す
る
た
め
、

様
々
な
手
法
を
活
用
し
、
集
中
的
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
.0

～
流
域
治
水
の
加
速
化
・
深
化
～

⇒
現
在
の
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
く
対
策
や
流
域
に
お
け
る
各
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
を
踏
ま
え
て
追
加
で
必
要
と
な
る

対
策
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
更
に
議
論
を
深
め
て
い
く
。

黒
部

川

6 



気
候
変
動
に
伴
う
水
害
リ
ス
ク
の
増
大

■
気

候
変

動
に

伴
う

水
害

リ
ス

ク
の

増
大

（
大

臣
管

理
区

間
）

■
水

害
リ

ス
ク

を
踏

ま
え

た
各

主
体

の
主

な
対

策
と

目
標

期
間

追
加

対
策

目
的

・
効

果
実

施
主

体
種

別

概
ね

3
0
年

霞
堤

の
機

能
確

保
、

河
道

掘
削

：
約

2
,7

2
0
千

㎥
約

1
3
,6

8
0
世

帯
の

浸
水

被
害

を
解

消
国

氾
濫

を
防

ぐ
・
減

ら
す

土
地

利
用

規
制

の
検

討

水
害

に
強

い
ゆ

た
か

な
地

域
づ

く
り

国
・
県

・
市

町
被

害
対

象
を

減
ら

す

概
ね

3
年

多
段

階
な

浸
水

リ
ス

ク
情

報
の

充
実

内
外

水
統

合
の

リ
ス

ク
マ

ッ
プ

の
整

備
・
公

表
災

害
の

発
生

を
前

提
と

し
た

命
を

守
る

避
難

行
動

に
向

け
た

住
民

意
識

の
熟

成
国

被
害

の
軽

減
・
早

期
復

旧
・

復
興

流
域

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
運

用
開

始

【
目

標
①

】
気

候
変

動
に

よ
る

降
雨

量
増

加
後

の
S
4
4
洪

水
規

模
に

対
す

る
安

全
の

確
保

黒
部

川
本

川
：
河

口
（
0
.0

k）
～

宇
奈

月
ダ

ム
区

間
（
2
7
.6

k）

○
戦

後
最

大
規

模
を

記
録

し
た

昭
和

44
年

8月
洪

水
と

同
規

模
の

洪
水

に
対

し
、

２
℃

上
昇

時
の

降
雨

量
増

加
を

考
慮

し
た

雨
量

1
.1

倍
と

な
る

規
模

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

、

黒
部

川
流

域
で

は
浸

水
世

帯
数

が
約

13
,6

80
世

帯
（現

況
の

約
1.

03
倍

）に
な

る
と

想
定

さ
れ

、
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

浸
水

被
害

が
解

消
さ

れ
る

。

※
戦

後
最

大
規

模
洪

水
の

S4
4×

1.
1倍

※
大

臣
管

理
区

間
か

ら
氾

濫
し

た
場

合
の

浸
水

想
定

※
大

臣
管

理
区

間
の

河
道

整
備

及
び

急
流

河
川

対
策

等
の

整
備

を
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
、

大
臣

管
理

区
間

か
ら

氾
濫

し
た

場
合

の
浸

水
想

定

※
大

臣
管

理
区

間
で

氾
濫

し
た

場
合

の
浸

水
想

定

＜
現

状
＞

＜
気

候
変

動
考

慮
（
1
.1

倍
）
＞

＜
対

策
後

＞

現
況

浸
水

世
帯

数
約

1
3
,3

2
9
世

帯

リ
ス

ク
増

大
対

策
後

気
候

変
動

浸
水

世
帯

数
約

1
3
,6

8
0
世

帯

浸
水

世
帯

数
0
世

帯

【
目

標
①

】
K
P

I：
浸

水
世

帯
数

約
1
3
,6

8
0
世

帯
⇒

0
世

帯

m
m

--

0
.5

m
未

満
の

区
域

凡
例

浸
水

し
た

場
合

に
想

定
さ

れ
る

水
深

（
ラ

ン
ク

別
）

0
.5

m
～

3
.0

m
未

満
の

区
域

3
.0

m
～

5
.0

m
未

満
の

区
域

5
.0

m
～

1
0.

0
m

未
満

の
区

域

1
0
.0

m
～

20
.0

m
未

満
の

区
域

2
0
.0

m
以

上
の

区
域

m
m

--

0
.5

m
未

満
の

区
域

凡
例

浸
水

し
た

場
合

に
想

定
さ

れ
る

水
深

（
ラ

ン
ク

別
）

0
.5

m
～

3
.0

m
未

満
の

区
域

3
.0

m
～

5
.0

m
未

満
の

区
域

5
.0

m
～

1
0.

0
m

未
満

の
区

域

1
0
.0

m
～

20
.0

m
未

満
の

区
域

2
0
.0

m
以

上
の

区
域

m
m

--

0.
5
m

未
満

の
区

域

凡
例

浸
水

し
た

場
合

に
想

定
さ

れ
る

水
深

（ラ
ン

ク
別

）

0.
5
m

～
3
.0

m
未

満
の

区
域

3.
0
m

～
5
.0

m
未

満
の

区
域

5.
0
m

～
1
0
.0

m
未

満
の

区
域

10
.0

m
～

2
0.

0
m

未
満

の
区

域

20
.0

m
以

上
の

区
域

※
赤

字
：
現

行
の

黒
部

川
水

系
流

域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

変
更

点

7 



富
山

県

愛 本

宇 奈 月 ダ ム

出 し 平 ダ ム

小 屋 平 ダ ム

仙 人 谷 ダ ム

黒 部 ダ ム

黒
部
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
.0
【
位
置
図
】

～
清
流
さ
れ
ど
あ
ば
れ
川

急
流
河
川
黒
部
川
を
流
域
一
体
で
治
め
る
～

■
被

害
の

軽
減

、
早

期
復

旧
・
復

興
の

た
め

の
対

策
・
大

規
模

工
場

等
の

企
業

水
防

支
援

（
水

災
害

リ
ス

ク
情

報
の

充
実

）
・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
・
交

通
の

B
C

P
支

援
（
水

災
害

リ
ス

ク
情

報
の

充
実

）
・
監

視
カ

メ
ラ

・
観

測
機

器
の

活
用

・
増

設
に

よ
る

危
険

箇
所

の
早

期
把

握
・
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
、

要
配

慮
者

施
設

に
お

け
る

避
難

確
保

計
画

の
作

成
支

援
・
排

水
作

業
準

備
計

画
の

活
用

・
緊

急
輸

送
ル

ー
ト

の
確

保
（
河

川
管

理
・
海

岸
工

事
用

通
路

の
整

備
・
活

用
）

・
土

砂
災

害
ソ

フ
ト

対
策

の
推

進
・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
指

定
・
周

知
・
水

害
リ

ス
ク

空
白

域
の

解
消

・
流

域
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

運
用

開
始

・
内

外
水

統
合

の
リ

ス
ク

マ
ッ

プ
の

整
備

・
公

表
・
気

象
情

報
の

充
実

、
予

報
精

度
の

向
上

等

■
氾

濫
を

で
き

る
だ

け
防

ぐ
・
減

ら
す

た
め

の
対

策
・
急

流
河

川
対

策
（
縦

工
整

備
、

護
岸

根
継

ぎ
、

巨
石

付
き

盛
土

砂
州

）
・
流

下
能

力
の

確
保

（
河

道
掘

削
、

堤
防

整
備

、
樹

木
伐

採
）

・
霞

堤
の

機
能

確
保

（
霞

堤
の

延
伸

、
断

面
拡

大
）

・
扇

頂
部

の
重

要
施

設
（
愛

本
堰

堤
、

愛
本

床
止

め
）
の

対
策

検
討

・
既

存
６

ダ
ム

に
よ

る
事

前
放

流
等

の
実

施
・
体

制
構

築
・
連

携
排

砂
（
ダ

ム
機

能
の

維
持

、
河

床
低

下
の

防
止

、
海

岸
侵

食
の

進
行

抑
制

）
・
砂

防
関

係
施

設
の

整
備

・
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

・
養

浜
・
流

域
内

の
事

業
間

連
携

を
通

じ
た

土
砂

の
有

効
活

用
（
流

下
能

力
確

保
、

浸
水

域
内

地
盤

嵩
上

げ
に

よ
る

リ
ス

ク
軽

減
の

た
め

の
自

治
体

等
と

の
連

携
、

海
岸

侵
食

対
策

）
・
森

林
整

備
・
治

山
対

策
・
土

砂
災

害
・
流

木
リ

ス
ク

の
分

析
に

基
づ

く
対

策
の

実
施

・
水

田
貯

留
（
「
田

ん
ぼ

ダ
ム

」
の

取
組

推
進

）
・
B

IM
／

C
IM

適
用

に
よ

る
３

次
元

モ
デ

ル
の

積
極

的
な

活
用

等

堤
防

整
備

急
流

河
川

対
策

位
置

図

○
令

和
元

年
東

日
本

台
風

で
は

、
各

地
で

戦
後

最
大

を
超

え
る

洪
水

に
よ

り
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

以
下

の
取

り
組

み
を

一
層

推
進

し
て

い
く
も

の
と

し
、

更
に

国
管

理
区

間
に

お
い

て
は

、
気

候
変

動
（
２

℃
上

昇
）
下

で
も

目
標

と
す

る
治

水
安

全
度

を
維

持
す

る
た

め
、

黒
部

川
水

系
の

戦
後

最
大

規
模

の
洪

水
で

あ
る

昭
和

４
４

年
８

月
洪

水
と

同
規

模
の

洪
水

に
対

し
て

、
２

℃
上

昇
時

の
降

雨
量

増
加

を
考

慮
し

た
雨

量
1
.1

倍
と

な
る

規
模

の
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
し

、
災

害
の

発
生

防
止

又
は

軽
減

を
図

る
。

な
お

、
河

川
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
多

自
然

川
づ

く
り

の
考

え
方

に
沿

っ
て

、
河

川
環

境
の

整
備

を
図

る
な

ど
、

総
合

的
に

取
り

組
む

。
○

黒
部

川
流

域
で

は
、

近
年

、
大

規
模

工
場

等
の

立
地

や
製

造
業

の
本

社
機

能
の

移
転

な
ど

、
今

後
更

な
る

発
展

が
期

待
さ

れ
て

い
る

一
方

で
、

急
流

河
川

特
有

の
土

砂
を

多
く
含

ん
だ

洪
水

流
の

強
大

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
よ

り
、

堤
防

決
壊

に
よ

る
水

害
の

発
生

リ
ス

ク
が

高
い

地
域

で
あ

る
。

○
将

来
に

渡
っ

て
安

全
な

流
域

を
実

現
す

る
た

め
、

堤
防

の
決

壊
を

防
止

す
る

た
め

の
急

流
河

川
対

策
、

堤
防

整
備

、
河

道
掘

削
、

樹
木

伐
採

、
霞

堤
の

機
能

確
保

等
の

治
水

対
策

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

企
業

水
防

支
援

や
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
・
交

通
の

B
C

P
支

援
の

た
め

の
水

害
リ

ス
ク

情
報

の
充

実
、

既
存

ダ
ム

の
事

前
放

流
、

土
地

利
用

規
制

等
、

あ
ら

ゆ
る

関
係

者
が

協
働

し
て

流
域

治
水

に
取

り
組

む
。

霞
堤

の
保

全

連
携

排
砂

砂
防

関
係

施
設

の
整

備
（
黒

部
川

水
系

）

既
存

６
ダ

ム
に

よ
る

事
前

放
流

等
の

実
施

・
体

制
構

築

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
・
養

浜
（
下

新
川

海
岸

）

黒 部 川

魚
津

市

凡
例

浸
水

範
囲

（
戦

後
最

大
規

模
に

対
す

る
氾

濫
解

析
）

大
臣

管
理

区
間

堤
防

整
備

河
道

掘
削

急
流

河
川

対
策

事
前

放
流

を
実

施
す

る
既

存
ダ

ム

気
候

変
動

対
応

流
域

境

市
町

村
境

森
林

整
備

・
治

山
対

策
北 又 ダ ム

霞
堤

の
保

全
、

機
能

確
保

（
国

・
関

係
市

町
・
土

地
所

有
者

）

氾
濫

水
を

河
道

に
戻

す
機

能
が

期
待

で
き

る
霞

堤
の

保
全

の
た

め
の

土
地

利
用

規
制

の
検

討

企
業

水
防

支
援

（
水

災
害

リ
ス

ク
情

報
の

充
実

）
（
国

・
県

・
関

係
市

町
・
施

設
管

理
者

）

急
流

河
川

対
策

（
縦

工
）

逆
引

き
浸

水
想

定
区

域
図

（
イ

メ
ー

ジ
）

水
田

貯
留

（
「
田

ん
ぼ

ダ
ム

」
の

取
組

推
進

）

■
被

害
対

象
を

減
少

さ
せ

る
た

め
の

対
策

・
霞

堤
の

保
全

（
氾

濫
流

の
拡

大
防

止
）

・
土

地
利

用
規

制
の

検
討

・
立

地
適

正
化

計
画

に
基

づ
く
「
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

」
に

向
け

た
取

組
（
防

災
指

針
策

定
等

）
・
多

段
階

な
浸

水
リ

ス
ク

情
報

の
充

実
・
高

潮
浸

水
想

定
の

設
定

霞
堤

の
機

能
確

保

霞
堤

の
機

能
確

保

・
大

規
模

工
場

等
の

企
業

水
防

支
援

・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
・
交

通
の

B
C

P
支

援
・
監

視
カ

メ
ラ

・
観

測
機

器
の

活
用

・
増

設
に

よ
る

危
険

箇
所

の
早

期
把

握
・
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
、

避
難

確
保

計
画

の
作

成
支

援
・
排

水
作

業
準

備
計

画
の

活
用

・
緊

急
輸

送
ル

ー
ト

の
確

保
・
流

域
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

運
用

開
始

・
内

外
水

統
合

の
リ

ス
ク

マ
ッ

プ
の

整
備

・
公

表
・
気

象
情

報
の

充
実

、
予

測
精

度
の

向
上

・
霞

堤
の

保
全

･土
地

利
用

規
制

の
検

討
・
立

地
適

正
化

計
画

に
基

づ
く
「
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

」
に

向
け

た
取

り
組

み
・
多

段
階

な
浸

水
リ

ス
ク

情
報

の
充

実
・
高

潮
浸

水
想

定
の

設
定

入
善

町

・
立

地
適

正
化

計
画

に
基

づ
く
「
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

」
に

向
け

た
取

り
組

み
・
多

段
階

な
浸

水
リ

ス
ク

情
報

の
充

実
・
高

潮
浸

水
想

定
の

設
定

・
大

規
模

工
場

等
の

企
業

水
防

支
援

・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
・
交

通
の

B
C

P
支

援
・
監

視
カ

メ
ラ

・
観

測
機

器
の

活
用

・
増

設
に

よ
る

危
険

箇
所

の
早

期
把

握
・
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
、

避
難

確
保

計
画

の
作

成
支

援
・
緊

急
輸

送
ル

ー
ト

の
確

保
・
流

域
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

運
用

開
始

・
内

外
水

統
合

の
リ

ス
ク

マ
ッ

プ
の

整
備

･公
表

・
気

象
情

報
の

充
実

、
予

測
精

度
の

向
上

朝
日

町

扇
頂

部
の

重
要

施
設

（
愛

本
堰

堤
、

愛
本

床
止

め
）
の

対
策

検
討

森
林

整
備

（
間

伐
）

（
国

・
県

・
（
国

研
）
森

林
整

備
セ

ン
タ

ー
）

流
域

内
の

土
砂

の
有

効
活

用
（
流

下
能

力
確

保
、

自
治

体
連

携
、

海
岸

侵
食

対
策

）

※
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2.
0で
新
た
に
追
加
し
た
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
気
候
変
動
を
考
慮
し
た
河
川
整
備
計

画
の
変
更
の
過
程
で
よ
り
具
体
的
な
対
策
内
容
を
検
討
す
る
。

河
道

掘
削

河
道

掘
削

河
道

掘
削

急
流

河
川

対
策

河
道

掘
削

堤
防

整
備

※
赤

字
：
現

行
の

黒
部

川
水

系
流

域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

変
更

点

「
流

域
治

水
関

連
法

の
活

用
」
の

検
討

※
本
図
の
浸
水
範
囲
は
大
臣
管
理
区
間
の
外
水
氾
濫
の
み
を

想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

※
本
対
策
箇
所
は
主
要
箇
所
の
み
記
載
。

※
具
体
的
な
対
策
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
・
検
討
等

に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

・
霞

堤
の

保
全

･土
地

利
用

規
制

の
検

討
・
立

地
適

正
化

計
画

に
基

づ
く
「
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

」
に

向
け

た
取

り
組

み
・
多

段
階

な
浸

水
リ

ス
ク

情
報

の
充

実
・
高

潮
浸

水
想

定
の

設
定

・
大

規
模

工
場

等
の

企
業

水
防

支
援

・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
・
交

通
の

B
C

P
支

援
・
監

視
カ

メ
ラ

・
観

測
機

器
の

活
用

・
増

設
に

よ
る

危
険

箇
所

の
早

期
把

握
・
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
、

避
難

確
保

計
画

の
作

成
支

援
・
排

水
作

業
準

備
計

画
の

活
用

・
緊

急
輸

送
ル

ー
ト

の
確

保
・
流

域
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

運
用

開
始

・
内

外
水

統
合

の
リ

ス
ク

マ
ッ

プ
の

整
備

・
公

表
・
気

象
情

報
の

充
実

、
予

測
精

度
の

向
上

黒
部

市

○
○
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富 山 県

新 潟 県

長 野 県

愛 本

宇 奈 月 ダ ム

出 し 平 ダ ム
朝

日
町

糸
魚

川
市

黒
部

市

●
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
取
組

『
急
流
河
川
黒
部
川
の
レ
キ
河
原
の
再
生
、
生
物
の
生
息
環
境
の
保
全
・
創
出
』

河
道

掘
削

河
道

掘
削

位
置

図
〇
「
あ
ば
れ
川
」
の
異
名
を
と
る
黒
部
川
は
、
幾
度
と
無
く
繰
り
返
さ
れ
た
氾
濫
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
黒
部
川
扇
状
地
を
流
れ
る
日
本
有
数
の
急
流
河
川
で
あ
る
が
、
一
方
で
北
ア
ル
プ
ス
鷲
羽

岳
を
源
と
す
る
豊
富
な
水
量
と
、
黒
部
川
を
象
徴
す
る
サ
ク
ラ
マ
ス
を
は
じ
め
、
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
を
有
す
る
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
豊
か
な
自
然
環
境
が
多
く
存
在

す
る
河
川
で
あ
る
。

〇
近
年
澪
筋
の
固
定
化
・
単
調
化
の
進
行
に
よ
り
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
、
レ
キ
河
原
や
瀬
・
淵
等
の
多
様
な
河
川
環
境
の
再
生
を
目
指
し
、
今
後
概
ね
６
年
間
で
レ
キ
河
原
の
再
生
、
サ
ク
ラ
マ
ス

の
越
夏
場
の
整
備
、
洪
水
時
等
の
魚
類
の
待
避
場
や
稚
仔
魚
の
生
育
・
生
息
場
の
保
全
な
ど
、
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
活
か
す
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
取
組
を
推
進
す
る
。

連
携

排
砂

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
・養

浜
（下

新
川

海
岸

）

黒 部 川

入
善

町

※
具

体
的

な
対

策
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

調
査

・
検

討
等

に
よ

り
変

更
と

な
る

場
合

が
あ

る
。

魚
津

市

流
域

境

市
町

村
境

【
全

域
に

係
る

取
組

】
・
連

携
排

砂
に

よ
る

下
流

河
川

へ
の

生
物

の
生

育
環

境
へ

寄
与

す
る

土
砂

供
給

・
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

賑
わ

い
の

あ
る

水
辺

空
間

創
出

へ
の

連
携

・
支

援

●
自

然
環

境
の

保
全

・
復

元
な

ど
の

自
然

再
生

・
レ

キ
河

原
再

生
、

サ
ク

ラ
マ

ス
の

越
夏

場
整

備

・
産

卵
床

の
造

成

・
藻

場
の

保
全

（
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

等
海

岸
事

業
）

レ
キ

河
原

の
再

生

サ
ク

ラ
マ

ス
の

越
夏

場
の

整
備

藻
場

の
保

全

（
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

等
海

岸
事

業
）

や
す

ら
ぎ

水
路

の
再

生

●
自

然
環

境
が

有
す

る
多

様
な

機
能

活
用

の
取

り
組

み

・
小

中
学

校
な

ど
に

お
け

る
水

生
生

物
調

査

・
小

中
学

校
な

ど
に

お
け

る
環

境
学

習

や
す

ら
ぎ

水
路

の
再

生

岐 阜 県

H
2
9
年
9
月
撮
影

R
1
年
8
月
撮
影

【
整

備
前

】

【
整

備
後

】

確
認

さ
れ

た
サ

ク
ラ

マ
ス

越
夏

場
の

整
備

イ
メ

ー
ジ

整
備

前 整
備

後

越
夏

場
の

整
備

●
治

水
対

策
に

お
け

る
多

自
然

川
づ

く
り

・
河

道
掘

削
等

に
よ

る
生

物
の

多
様

な
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出

・
洪

水
時

の
魚

類
退

避
場

(や
す

ら
ぎ

水
路

)の
再

生

・
湧

水
環

境
の

保
全

・
魚

類
の

産
卵

場
と

な
る

早
瀬

・
淵

の
保

全
な

ど
繁

殖
環

境
へ

の
配

慮

生
物

の
多

様
な

生
息

環
境

の
保

全
・
創

出

生
物

の
多

様
な

生
息

環
境

の
保

全
・
創

出

堤
防

整
備

や
す

ら
ぎ

水
路

や
す

ら
ぎ

水
路

イ
メ

ー
ジ

本 川

●
整
備
の
イ
メ
ー
ジ

・
本
川
と
支
川
（
用
水
）
等
の
連
続
性
を
確
保
し
洪
水
時
の
魚
類
の
退
避
場
や
、
稚

仔
魚
の
生
育
・
生
息
場
の
保
全
の
場
を
形
成

・
本
川
と
連
続
し
て
い
る
水
路
や
支
川
に
、
ワ
ン
ド
等
の
緩
流
域
の
形
成

・
水
際
に
は
魚
類
の
生
育
の
場
と
な
る
水
際
部
の
植
生
（
湿
地
環
境
）
の
形
成

本 川

用
水

路霞
堤

開
口

部

黒
部
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
.0
【
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
】

～
清
流
さ
れ
ど
あ
ば
れ
川

急
流
河
川
黒
部
川
を
流
域
一
体
で
治
め
る
～

森
林

整
備

・
治

山
対

策
●

自
然

豊
か

な
森

林
づ

く
り

・
森

林
整

備
、

治
山

対
策

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

凡
例

大
臣

管
理

区
間

堤
防

整
備

河
道

掘
削

急
流

河
川

対
策

急
流

河
川

対
策

生
物

の
多

様
な

生
息

環
境

の
保

全
・
創

出

※
赤

字
：
現

行
の

黒
部

川
水

系
流

域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

変
更

点
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黒
部
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
.0

※
上

記
の

他
、

「
流

域
治

水
関

連
法

の
活

用
」
の

検
討

を
実

施
し

、
上

記
対

策
を

推
進

※
赤

字
：
現

行
の

黒
部

川
水

系
流

域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

変
更

点

被
害

の
軽

減
・
早

期
復

旧
・
復

興
被

害
対

象
を

減
ら

す
氾

濫
を

防
ぐ

・
減

ら
す

○
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
治
水
計
画
へ
の
見
直
し

（
２
℃
上
昇
下
で
も
目
標
安
全
度
維
持
）

＜
具
体
の
取
組
＞

・
大
規
模
工
場
等
の
企
業
水
防
支
援

（
水
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
充
実
）

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
交
通
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
支
援

（
水
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
充
実
）

・
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
要
配
慮
者
施
設
に

お
け
る
避
難
確
保
計
画
の
作
成
支
援

・
監
視
カ
メ
ラ
・
観
測
機
器
の
活
用
・
増
設
に
よ
る
危
険
個
所

の
早
期
把
握

・
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保

（
河
川
管
理
・
海
岸
工
事
用
通
路
の
整
備
・
活
用
）

・
土
砂
災
害
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
・
周
知

・
水
害
リ
ス
ク
空
白
域
の
解
消

・
内
外
水
統
合
の
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
の
整
備
・
公
表

○
溢
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
た
減
災
対
策
の
推
進

＜
具
体
の
取
組
＞

・
排
水
作
業
準
備
計
画
の
活
用

・
流
域
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
運
用
開
始

○
イ
ン
フ
ラ
D
X
等
に
お
け
る
新
技
術
の
活
用

＜
具
体
の
取
組
＞

・
気
象
情
報
の
充
実
、
予
報
精
度
の
向
上

等

○
流
域
対
策
の
目
標
を
定
め
、

役
割
分
担
に
基
づ
く
流
域
対
策
の
推
進

＜
具
体
の
取
組
＞

・
立
地
適
正
化
計
画
に
基
づ
く

「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
組

（
防
災
指
針
策
定
な
ど
）

○
溢
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
た
減
災
対
策
の
推
進

＜
具
体
の
取
組
＞

・
霞
堤
の
保
全
（
氾
濫
流
の
拡
大
防
止
）
・
土
地
利
用
規
制

の
検
討

・
多
段
階
な
浸
水
リ
ス
ク
情
報
の
充
実

・
高
潮
浸
水
想
定
の
設
定

－

○
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
治
水
計
画
へ
の
見
直
し

（
２
℃
上
昇
下
で
も
目
標
安
全
度
維
持
）

＜
具
体
の
取
組
＞

・
流
域
内
の
事
業
間
連
携
を
通
じ
た
土
砂
の
有
効
活
用

（
流
下
能
力
確
保
、
浸
水
域
内
地
盤
嵩
上
げ
に
よ
る
リ
ス
ク

軽
減
の
た
め
の
自
治
体
等
の
連
携
、
海
岸
侵
食
対
策
）

○
流
域
対
策
の
目
標
を
定
め
、

役
割
分
担
に
基
づ
く
流
域
対
策
の
推
進

＜
具
体
の
取
組
＞

・
急
流
河
川
対
策

（
縦
工
整
備
、
護
岸
根
継
ぎ
、
巨
石
付
き
盛
土
砂
州
）

・
流
下
能
力
の
確
保

（
樹
木
伐
採
、
河
道
掘
削
、
堤
防
整
備
）

・
霞
堤
の
機
能
確
保
（
霞
堤
の
延
伸
、
断
面
拡
大
）

・
扇
頂
部
の
重
要
施
設
（
愛
本
堰
堤
、
愛
本
床
止
め
）
の
対

策
検
討

・
水
田
貯
留
（
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
取
組
推
進
）

○
あ
ら
ゆ
る
治
水
対
策
の
総
動
員

＜
具
体
の
取
組
＞

・
砂
防
関
係
施
設
の
整
備

・
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
・
養
浜

・
森
林
整
備
・
治
山
対
策

〇
多
面
的
機
能
を
活
用
し
た
治
水
対
策
の
推
進

＜
具
体
の
取
組
＞

・
連
携
排
砂

（
ダ
ム
機
能
の
維
持
、
河
床
低
下
の
防
止
、

海
岸
侵
食
の
抑
制
）

・
土
砂
災
害
・
流
木
リ
ス
ク
の
分
析
に
基
づ
く
対
策
の
実
施

○
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
徹
底
活
用

＜
具
体
の
取
組
＞

・
既
存
ダ
ム
６
ダ
ム
に
よ
る

事
前
放
流
等
の
実
施
・
体
制
構
築

○
イ
ン
フ
ラ
D
X
等
に
お
け
る
新
技
術
の
活
用

＜
具
体
の
取
組
＞

・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
適
用
に
よ
る
３
次
元
モ
デ
ル
の

積
極
的
な
活
用

10 



令 和 ５ 年 ８ 月 3 0 日 

 水管理・国土保全局河川計画課 

流域治水の推進に向けた普及施策の行動計画をとりまとめました 

～「水害リスクを自分事化し、流域治水に取り組む主体を増やす流域治水の自分事化検討会」とりまとめの公表～ 

・ 激甚化・頻発化する水災害から命を守り、被害を最小化するためには、住民や企業等が

自らの水害リスクを認識し、自分事として捉え、主体的に行動することに加え、さらに

視野を広げて、流域全体の被害や水災害対策の全体像を認識し、自らの行動を深化させ

ることで、流域治水の取り組みを推進していく必要があります。

・ このため国土交通省では、令和５年４月に「水害リスクを自分事化し、流域治水に取り

組む主体を増やす流域治水の自分事化検討会（委員長 国立研究開発法人土木研究所水

災害・リスクマネジメント国際センター長 小池 俊雄）」を設置し、これまで３回の議

論を重ねてきました。

・ 今般、住民や企業等のあらゆる関係者による、持続的・効果的な流域治水の取り組みの

推進に向け、行政の働きかけに関する普及施策の体系化と行動計画をとりまとめまし

た。

・ 今後、行動計画に基づき、具体的な施策を進めてまいります。

＜とりまとめのポイント＞ 

（１）自らに降りかかる水災害への取り組みから、さらに視野を広げて、流域全体の水

災害への取り組みへと自らの行動を深化させていくことで、流域治水の取り組み

を推進していきます。

（２）知ることと行動することのギャップを埋めるには、自分事として捉えることが重

要であり、各自が行動の可能性や有効性を考える素材や機会を提供する施策を推

進していきます。

（３）行動計画では、伝え方の工夫や自分事化のための手段、主体的な取り組みが進む

ための環境整備や持続的に進めるためのポイントなど、普及施策を進めていく上

での着眼点と具体策を盛り込んでいます。

＜添付資料＞ 

別紙１：「水害リスクを自分事化し、流域治水に取り組む主体を増やす流域治水の自分事

化検討会」概要 

別紙２：「水害リスクを自分事化し、流域治水に取り組む主体を増やす流域治水の自分事

化検討会」とりまとめ概要 

※ とりまとめは、これまでの検討会資料とあわせて、水管理・国土保全局ウェブサイトで

公開しております。（https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/suigairisk2/index.html） 

【問い合わせ先】 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 栗原（内線 35382）、磯邊（内線 35393） 

代表 03-5253-8111 直通 03-5253-8443 
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#1

水
害
リ
ス
ク
を
自
分
事
化
し
、
流
域
治
水
に
取
り
組
む
主
体
を
増
や
す
流
域
治
水
の
自
分
事
化
検
討
会

○
住

民
や

企
業

な
どが

自
らの

水
災

害
リス

クを
認

識
し、

自
分

事
とし

て
捉

え
、主

体
的

に
行

動
す

る
こと

に
加

え
、さ

らに
視

野
を

広
げ

て
、流

域
全

体
の

被
害

や
水

災
害

対
策

の
全

体
像

を
認

識
し、

自
らの

行
動

を
深

化
させ

て
い

く必
要

が
あ

りま
す

。
○

この
た

め
、住

民
や

企
業

等
の

あ
らゆ

る
関

係
者

に
よ

る
、持

続
的

・効
果

的
な

流
域

治
水

の
取

り組
み

の
推

進
に

向
け

、行
政

の
働

きか
け

に
関

す
る

普
及

施
策

の
体

系
化

と
行

動
計

画
を

とり
ま

とめ
る

た
め

検
討

を
行

うも
の

で
す

。

○
第

１
回

：
令

和
５

年
４

月
28

日
（

金
）

・
流

域
治

水
の

自
分

事
化

に
向

け
た

論
点

整
理

、取
組

事
例

の
紹

介
、今

後
の

進
め

方
に

つ
い

て
○

第
２

回
：

令
和

５
年

５
月

25
日

（
木

）
・

委
員

か
らの

取
組

事
例

紹
介

、と
りま

とめ
骨

子
（

施
策

の
体

系
化

、行
動

計
画

、普
及

施
策

）
○

第
３

回
：

令
和

５
年

６
月

19
日

（
月

）
・

とり
ま

とめ
案

（
施

策
の

体
系

化
、行

動
計

画
、普

及
施

策
）

（
委

員
◎

：
委

員
長

）
伊

東
香

織
岡

山
県

倉
敷

市
長

今
若

靖
男

全
国

地
方

新
聞

社
連

合
会

会
長

（
山

陰
中

央
新

報
社

取
締

役
東

京
支

社
長

）
加

藤
孝

明
東

京
大

学
生

産
技

術
研

究
所

教
授

◎
小

池
俊

雄
国

立
研

究
開

発
法

人
土

木
研

究
所

水
災

害
・ リ

ス
クマ

ネ
ジ

メン
ト国

際
セ

ンタ
ー

長
河

野
ま

ゆ
子

株
式

会
社

Ｊ
Ｔ

Ｂ
総

合
研

究
所

執
行

役
員

地
域

交
流

共
創

部
長

指
出

一
正

株
式

会
社

so
to

ko
to

on
lin

e 
代

表
取

締
役

佐
藤

健
司

東
京

海
上

日
動

火
災

保
険

株
式

会
社

公
務

開
発

部
次

長

佐
藤

翔
輔

東
北

大
学

災
害

科
学

国
際

研
究

所
准

教
授

下
道

衛
野

村
不

動
産

投
資

顧
問

株
式

会
社

執
行

役
員

運
用

企
画

部
長

知
花

武
佳

政
策

研
究

大
学

院
大

学
教

授
中

村
公

人
京

都
大

学
大

学
院

農
学

研
究

科
地

域
環

境
科

学
専

攻
教

授
松

本
真

由
美

東
京

大
学

教
養

学
部

附
属

教
養

教
育

高
度

化
機

構
客

員
准

教
授

矢
守

克
也

京
都

大
学

防
災

研
究

所
教

授
吉

田
丈

人
東

京
大

学
大

学
院

農
学

生
命

科
学

研
究

科
教

授
(敬

称
略

、五
十

音
順

）

別
紙

１

委
員
等

開
催
状
況

検
討
会
の
目
的

12 



#1 •
住
民
や
企
業
な
どが
自
らの
水
災
害
リス
クを
認
識
し、
自
分
事
とし
て
捉
え
、主
体
的
に
行
動
す
る
こと
に
加
え
、

さら
に
視
野
を
広
げ
て
、流
域
全
体
の
被
害
や
水
災
害
対
策
の
全
体
像
を
認
識
し、
自
らの
行
動
を
深
化
させ
る

こと
で
、流
域
治
水
の
取
り組
み
を
推
進
す
る
。

水
災
害
を
自
分
事
化
し、
総
力
を
挙
げ
て
流
域
治
水
に
取
り組
む

流
域
治
水

•水
災
害
対
策
の
目
的
、効
果
を
理
解
す
る

•
水
災
害
リス
ク
を
認
識
す
る

•地
域
、流
域
の
被
害
を
認
識
す
る
、

対
策
の
全
体
像
を
知
る

•
他
人
の
被
害
軽
減
に
寄
与
で
き
る
こと
を
認
識
す
る

（
自
分
が
で
き
る
こと
、自
分
しか
で
き
な
い
こと
）

•
自
分
が
行
動
す
る
こと
の
意
義
、役
割
を
理
解
す
る

•地
域
、流
域
に
貢
献
す
る
行
動
を
す
る

•
的
確
に
行
動
す
る

•
水
災
害
リス
ク
を
勉
強
して
、

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る

自
らに
降
りか
か
る
水
災
害
へ
の
取
り組
み

流
域
全
体
の
水
災
害
へ
の
取
り組
み

持
続
的
な
発
展
、ウ
ェル
ビー
イ
ン
グ

自
分
の
た
め
に

み
ん
な
の
た
め
に

水
災
害
を
自
分
事
化
し
、
流
域
治
水
に
取
り
組
む
主
体
を
増
や
す

総
力
戦
の
流
域
治
水
を
め
ざ
し
て

自
分
事
化

①
知
る

②
捉
え
る

（
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
）

③
行
動
す
る

さ
らに
視
野
を

広
げ
て

別
紙
２

13 



#2

気
候
変
動
緩
和
の
取
り
組
み
も
流
域
治
水

2
℃
の
気
温
上
昇
時
、
洪
水
ピ
ー
ク
流
量
は

2
割
増
（
4
℃
上
昇
時
4
割
増
）
。
河
川
区
域

の
対
策
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
。

流
域
の
み
ん
な
で
、
自
然
、
産
業
を
含
め
文

化
と
し
て
治
水
に
取
り
組
む
。

by
 A

LL
の
流
域
治
水

◎
持
続
的
に
開
発
し
つ
つ
も
社
会
的

機
能
を
維
持
し
な
が
ら
災
害
に
備
え

る
二
刀
流
方
式

◎
人
と
人
、
自
然
と
人
、
自
然
と

自
然
の
つ
な
が
り

◎
流
域
を
俯
瞰
し
た
取
り
組
み

（
山
川
海
全
部
含
め
て
流
域
治
水
）

具
体
施
策

４
．
施
策
を
進
め
て
い
く
上
で
の
着
眼
点
と
具
体
策

◎
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成

◎
防
災
教
育
を
通
じ
て
流
域
に
視
野
を
広
げ
る

◎
農
業
・
農
村
地
域
で
の
取
り
組
み

（
水
を
貯
め
る
こ
と
に
対
す
る
農
家
と
水
管
理
組
織
の
合
意
形
成
、

防
災
対
策
と
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
相
互
依
存
的
発
展
）

※
各
水
系
の
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
へ
の
反
映
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

※
社
会
が
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
と
自
分
事
と
感
じ
る
。

（
計
画
運
休
、
休
業
、
道
路
の
通
行
止
め
な
ど
）

水
災
害
リ
ス
ク
、

流
域
治
水
を
知
る

・
流
域
治
水
の
広
報

・
リ
ス
ク
情
報
等
の
提
供

大
局
的
に
は
①
知
る
→
②
捉
え
る
（
自
分
事
と
捉
え
る
）
→
③
行
動
の
流
れ
を
作
り
、
取
り
組
み
の
幅
を
広
げ
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
や
要
件
化
・
基
準
化
等
を
通
し
て
流
域
に
も
視
野
を
広
げ
て
い
く
。

１
．
背
景
（
流
域
治
水
の
推
進
）

①
知
る

②
捉
え
る

（
自
分
事
と
捉
え
る
）③
行
動

・
流
域
対
策
へ
の
支
援

・
取
り
組
み
、
効
果
の
見
え

る
化

・
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成

・
流
域
治
水
へ
の
貢
献

・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
支
援

・
要
件
化
・
基
準
化

自
分
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
る

※
①
⇔
③
の

ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る

水
災
害
対
策
を
す
る
、

地
域
、
流
域
に
貢
献

す
る

※
流
域
治
水
に
取
り

組
む
主
体
が
増
え
る

・
連
携
活
動

・
教
育
活
動

取
り
組
み
の
例

意
識
の
醸
成
を
図
り
、

国
民
運
動
、

日
本
の
文
化
に

日
々
の
生
活
の
中
で
水
害
、

防
災
の
こ
と
が
意
識
さ
れ
、

全
国
的
に
水
災
害
リ
ス
ク
の

自
分
事
化
が
図
ら
れ
、
そ
の

視
野
が
流
域
に
広
が
り
、

社
会
全
体
が
防
災
減
災
の
質

を
高
め
る
と
と
も
に
、
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
。

３
．
流
域
治
水
に
取
り
組
む
主
体
を
増
や
す
た
め
の
取
組
方
針

（
５
）
持
続
的
に
流
域
治
水
を
推
進

◎
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
タ
イ
プ
（
盛
り
上
げ
、
自
然
環
境
、

研
究
開
発
、
危
機
意
識
）
＋
河
川
ご
と
の
特
徴

◎
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

（
防
災
士
、
気
象
予
報
士
等
と
の
連
携
等
）

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
活
用

◎
防
災
教
育
に
取
り
組
む
子
供
と
家
族

◎
高
齢
者
、
災
害
弱
者
、
若
年
層

◎
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
企
業
、

建
設
分
野
他
企
業

◎
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◎
金
融
関
係
機
関

発 信 側

受 け 手 側 の 例

（
３
）
自
分
事
化
を
促
す
相
手
の
把
握
と
絞
り
込
み
（
発
信
側
と
受
け
手
側
の
例
）

◎
気
象
条
件
を
伝
え
る
な
ど
他
人
事
化
で
き
な
い
状
況
を
定
着

◎
取
り
組
み
を
促
す
相
手
の
特
性
に
応
じ
て
伝
え
方
を
工
夫

◎
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
連
携
な
ど
、
知
る
機
会
を
増
や
す

※
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
お
し
ゃ
れ
に
、
楽
し
い
こ
と
を
伝
え
る
。

住
民
自
ら
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
１
）
知
っ
て
い
る
人
を
増
や
す
こ
と
と
伝
え
方
の
工
夫

流
域
治
水
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
ポ
ス
タ
ー

流
域
治
水
の
日
、
週
間

河
川
空
間
の
利
活
用
を
通
し
た
意
識
醸
成

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
発
信

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
連
携

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ

は
ま
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

危
機
管
理
水
位
計
、
簡
易
カ
メ
ラ
、
浸
水
セ
ン
サ
ー
等
の

拡
充
・
閲
覧
周
知

個
人

企
業
・
団
体

地
域

◎
防
災
教
育
（
住
民
自
ら
記
憶
を
伝
え
る
、
行
動
を
学
ぶ
）

◎
水
害
伝
承
（
記
憶
の
風
化
を
防
ぎ
教
訓
を
伝
え
る
）

◎
学
べ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
ウ
ェ
ブ
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
活
用
）

◎
補
助
金
、
税
制
優
遇
等
の
支
援

◎
防
災
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
、
取
り
組
み
の
ア
ピ
ー
ル

◎
社
会
を
良
く
し
た
い
と
い
う
動
機
、
SD
G
s

◎
取
り
組
み
の
位
置
づ
け
、
効
果
可
視
化
（
デ
ジ
タ
ル
活
用
）

（
２
）
自
分
事
化
の
機
会
創
出
と
手
段

防
災
教
育
の
推
進
（
既
存
施
策
）

地
域

個
人

地
域
に
貢
献
す
る
水
防
活
動
へ
の
参
画

流
域
治
水
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

防
災
・
減
災
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
（
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
活
用
）

企
業
・
団
体

地
域 デ
ジ
タ
ル
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド

地
域

企
業
・
団
体

１
）
取
り
組
み
を
実
行
す
る
仕
組
み
づ
く
り

◎
き
っ
か
け
は
様
々
（
河
川
の
利
用
や
生
態
系
保
全
の
取
り
組
み
か
ら
始
め
る
こ
と
も
）

◎
課
題
の
把
握
、
取
組
事
例
の
共
有
と
分
析
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
の
構
築

２
）
社
会
の
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ

◎
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
動
、
同
調
圧
力
も

◎
国
か
ら
の
情
報
発
信
に
よ
る
環
境
整
備
か
ら

（
４
）
主
体
的
な
取
り
組
み
が
進
む
た
め
の
環
境
整
備

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
全
国
流
域
治
水
M
A
P
）

地
域

企
業
・
団
体

個
人

表
彰
制
度
（
流
域
治
水
大
賞
）

円
滑
な
避
難
を
支
援
す
る
人
材
育
成
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

派
遣
の
仕
組
み
）

気
候
変
動
リ
ス
ク
開
示
に
お
け
る
民
間
企
業
の
取
り
組
み

の
支
援
（
T
C
F
D
）

防
災
教
育
に
関
す
る
素
材
提
供

水
害
伝
承
に
関
す
る
情
報
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
の
普
及
・
拡
大

地
域

企
業
・
団
体

個
人

２
．
課
題

流
域
治
水
を
推
進
す
る
上
で
、
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
が
課
題

住
民
や
企
業
な
ど
が
自
ら
の
水
災
害
リ
ス
ク
を
認
識

し
、
自
分
事
と
し
て
捉
え
主
体
的
に
行
動
す
る
。

水
災
害
リ
ス
ク
の
自
分
事
化

流
域
全
体
の
水
災
害
へ
の
取
り
組
み
へ

水
災
害
を
自
分
事
化
し
、
流
域
治
水
に
取
り
組
む
主
体
を
増
や
す

総
力
戦
の
流
域
治
水
を
め
ざ
し
て

水
災
害
か
ら
自
身
を
守
る
こ
と
か
ら
さ
ら
に
視
野

を
広
げ
て
、
地
域
、
流
域
の
被
害
や
水
災
害
対
策

の
全
体
像
を
認
識
し
、
自
ら
の
行
動
を
深
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
流
域
治
水
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

※
流
域
治
水
に
取
り
組
む
主
体
を
増
や
す

（
自
分
の
た
め
に
か
ら
、
み
ん
な
の
た
め
に
）
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#1

水
災
害
の
リ
ス
ク
や
、
流
域
治
水
に
つ
い
て

知
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

①
知
る
機
会
を
増
や
す

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

水
災
害
対
策
や
、
流
域
治
水
に
関
し
て
実
際
に
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
個
人
、
企
業
・
団
体
の
行
動
を
誘
発
し
て
い
く
。

③
行
動
を
誘
発
す
る

流
域
治
水
に
取
り
組
む

主
体
が
増
え
る

水
災
害
の
リ
ス
ク
が
自
分
事
と
捉
え
ら
れ
、
流
域
に
視
野
が
広
が
る

き
っ
か
け
を
提
供
し
、
行
動
に
向
か
う
状
況
を
創
出
す
る
。

自
分
事
化
に
向
け
た
取
組
計
画

流 域 に も 視 野 を 広 げ る （ 自 分 の た め に も 、 み ん な の た め に も ）

流
域
治
水
の
広
報

〇
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
支
援

（
国
・
３
市
町
）

○
防
災
行
政
無
線
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
や
L
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
て

住
民
へ
情
報
提
供
（
３
市
町
）

○
水
防
計
画
の
更
新
（
１
回
）

○
防
災
指
針
（
立
地
適
正
化
計
画
）
の
変
更
検
討
（
３
市
町
）

○
要
配
慮
者
施
設
等
の
避
難
確
保
計
画
の
作
成
促
進
と
避

難
の
実
効
性
確
保
（
３
市
町
）

○
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
・
周
知
（
３
市
町
）

○
過
去
の
災
害
状
況
も
踏
ま
え
た
防
災
講
演

会
・
出
前
講
座
の
実
施
（
国
・
県
・
3
市
町
）

○
自
主
防
災
組
織
を
対
象
と
し
た
研
修
会

（
国
・
県
・
３
市
町
）

○
洪
水
時
の
流
量
観
測
に
関
す
る
研
修
会

（
国
）

○
小
中
学
校
等
へ
の
河
川
・
海
岸
・
砂
防
（
啓

発
活
動
）
に
関
す
る
取
組
（
国
・
県
・
３
市
町
）

○
黒
部
川
流
域
市
町
の
広
報
誌

等
で
水
害
・
土
砂
災
害
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
実
施
（
３
市
町
）

○
出
水
期
前
の
水
防
訓
練
の
実
施

（
水
防
工
法
研
修
会
等
）

（
国
・
３
市
町
）

○
災
害
時
の
応
援
協
定
と
水
防
団
の
情

報
伝
達
体
制
の
強
化
（
国
・
３
市
町
）

○
備
蓄
材
・
備
蓄
倉
庫
・
水
防
倉
庫
等
の

維
持
お
よ
び
拠
点
整
備
（
国
・
３
市
町
）

○
宇
奈
月
ダ
ム
資
料
館
に
河
川
・
砂
防
・
ダ
ム
・

海
岸
の
流
域
の
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
の
資
料
を
展
示
（
国
）

○
流
域
市
町
の
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式

L
IN
E
等
で
の
情
報
提
供
（
３
市
町
）

○
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信

（
国
・
県
・
３
市
町
）

○
総
合
的
な
防
災
マ
ッ
プ
の
検
討
・
作
成
、

洪
水
・
土
砂
災
害
・
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
周
知
・
配
布
（
３
市
町
）

○
避
難
場
所
や
経
路
等
に
関
す
る
情
報

の
周
知
（
気
象
・
防
災
情
報
の
提
供
）

（
３
市
町
）

リ
ス
ク
情
報
等
の
提
供

連
携
活
動

教
育
活
動

水
災
害
対
策
の
支
援

計
画
策
定

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
お
よ
び

住
民
の
水
害
・
土
砂
災
害
リ
ス
ク

に
対
す
る
理
解
促
進
の
取
組

（
３
市
町
）

訓
練
活
動

水
防
活
動
の
支
援

周
知
、
連
携
活
動

中
心

情
報
提
供
、
教
育

活
動
中
心

計
画
策
定
や
具
体

行
動
の
支
援
中
心

黒
部
川
水
系
流
域
治
水
協
議
会

参
考
様
式

○
黒
部
川
水
系
流
域
治
水
協
議
会
で
の
、

事
例
の
紹
介
及
び
有
効
施
策
の
取
り
組

み
を
自
分
事
化
（
国
・
県
・
3
市
町
）

〇
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
に

よ
る
災
害
対
応
に
関
す
る
行

政
職
員
の
基
本
行
動
の
確
立

（
国
・
県
・
３
市
町
）

〇
総
合
防
災
訓
練
に
よ
る
住
民
・

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
防

災
行
動
の
実
践
（
県
・
３
市
町
）

○
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
説
明
会
を

開
催
（
国
）

○
土
砂
災
害
防
止
月
間
の
砂
防
フ
ェ
ア

（
国
、
県
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
S
N
S
で
の

情
報
提
供
（
国
、
県
、
３
市
町
）

○
土
砂
災
害
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進

（
周
知
）
（
県
）

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
・
周
知
、

土
砂
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
発
信
（
県
）
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#2 ① 知 る 機 会 を 増 や す取
り
組
み
・
主
対
象

宇
奈
月
ダ
ム
資
料
館
の
来
館
者
機
会
を
利
用
し
河
川
・
砂
防
・
ダ
ム
・
海
岸
の
役
割
を
説
明

◎
水
災
害
、
流
域
治
水
の
広
報

｜
地
域
｜
個
人
｜
企
業
・
団
体
｜

③ 行 動 を 誘 発 す る

◎
連
携
活
動

｜
地
域
｜
個
人
｜

◎
リ
ス
ク
情
報
等
の
提
供

｜
地
域
｜
個
人
｜
企
業
・
団
体
｜

◎
教
育
活
動

｜
地
域
｜
個
人
｜

② 自 分 事 と 捉 え る こ と を 促 す
◎
訓
練
活
動

｜
地
域
｜
個
人
｜

◎
計
画
策
定

｜
地
域
｜
個
人
｜
企
業
・
団
体
｜

◎
水
災
害
対
策
の
支
援

｜
個
人
｜

◎
水
防
活
動
の
支
援

｜
地
域
｜
個
人
｜
企
業
・
団
体
｜

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

広
報
誌
で
連
携
排
砂
時
期

（
梅
雨
・
台
風
期
）
の
啓
発

メ
デ
ィ
ア

連
携
に
よ
る

情
報
発
信

小
中
学
校
等
に
お
け
る
河
川
・
海
岸
・
砂
防
（
啓
発
活
動
）
に
関
す
る
取
組

浸
水
想
定
区
域
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
・
更
新
検
討
等

避
難
場
所
や
経
路
等
に
関
す
る
情
報
の
周
知
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
、
メ
デ
ィ
ア
連
携

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
お
よ
び
住
民
の
水
害
・
土
砂
災
害
リ
ス
ク
に
対
す
る
理
解
促
進

要
配
慮
者
施
設
等
の
避
難
確
保
計
画
の
作
成
促
進
と
避
難
の
実
効
性
確
保

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
・
周
知

水
防
活
動
拠
点
等
の
維
持
・
整
備

災
害
時
の
応
援
協
定
と
水
防
団
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化

参
考
様
式

令
和
６
年
度
：
自
分
事
化
に
向
け
た
取
組
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

広
報
誌
に

よ
る
出
水
の

備
え
啓
発

市
町
H
Pで
流
木
・
伐
採
等
の
無
償
提
供

（
流
下
能
力
向
上
・
維
持
管
理
）

ダ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
イ
ベ
ン
ト
活
動
で
の
情
報
提
供

メ
デ
ィ
ア
説
明
会

研
修
会
（
流
量
観
測
）

出
水
期
前
の
水
防
訓
練

（
市
町
消
防
団
を
対
象
と
し
た

水
防
工
法
研
修
会
）

黒
部
川
水
系
流
域
治
水
協
議

会
で
の
各
市
町
事
の
例
の
紹

介
及
び
各
機
関
有
効
施
策
の

取
組
み
を
自
分
事
化

水
防
計
画

の
更
新

災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
に
よ
る
町

職
員
の
基
本
行
動
を
確
立

総
合
防
災
訓
練
に
よ
る
一
体
と
な
っ
た
防
災
行
動
の
実
践

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
支
援

防
災
行
政
無
線
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
Lア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
て
住
民
へ
情
報
提
供

研
修
会
（
自
主
防
災
組
織
）

防
災
講
演
会
・
出
前
講
座

防
災
指
針
（
立
地
適
正
化
計
画
）
変
更
検
討

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
説
明
会
を
開
催

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
SN
Sで
の
情
報
提
供

、
土
砂
災
害
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進
（
周
知
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
・
周
知
、
土
砂
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
発
信

土
砂
災
害
防
止
月
間
の
砂
防
フ
ェ
ア
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#3

水
災
害
の
リ
ス
ク
や
、
流
域
治
水
に
つ
い
て

知
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

①
知
る
機
会
を
増
や
す

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

③
行
動
を
誘
発
す
る

水
災
害
の
リ
ス
ク
が
自
分
事
と
捉
え
ら
れ
、
流
域
に
視
野
が
広
が
る

き
っ
か
け
を
提
供
し
、
行
動
に
向
か
う
状
況
を
創
出
す
る
。

流 域 に も 視 野 を 広 げ る （ 自 分 の た め に も 、 み ん な の た め に も ）

水
災
害
対
策
や
、
流
域
治
水
に
関
し
て
実
際
に
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
個
人
、
企
業
・
団
体
の
行
動
を
誘
発
し
て
い
く
。

流
域
治
水
に
取
り
組
む

主
体
が
増
え
る

自
分
事
化
に
向
け
た
取
組
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
例

黒
部
川
水
系
流
域
治
水
協
議
会
（
国
・
県
・
黒
部
市
・
入
善
町
・
朝
日
町
の
事
例
：
R
5
年
度
）

参
考
様
式

高
波
に
備
え
た
現
地
視
察
会

（
R
5
.1
1
.6
)

水
防
工
法
研
修
会

（
水
防
団
等
1
3
8
名
）

（
R
5
.6
.1
1
)

洪
水
対
応
演
習
（
R
5
.5
.1
2
)

流
量
観
測
研
修
会

（
R
5
.1
0
.2
4
等
)

流
域
治
水
の
広
報

〇
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
支
援

（
国
・
３
市
町
）

○
防
災
指
針
（
立
地
適
正
化
計
画
）

の
変
更
検
討
（
３
市
町
）

○
洪
水
時
の
流
量
観
測
に
関
す
る

研
修
会
（
国
）

○
黒
部
川
流
域
市
町
の
広
報
誌

等
で
水
害
・
土
砂
災
害
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
実
施
（
３
市
町
）

○
出
水
期
前
の
水
防
訓
練
の
実
施

（
水
防
工
法
研
修
会
等
）
（
国
・
３
市
町
）

○
宇
奈
月
ダ
ム
資
料
館

に
河
川
・
砂
防
・
ダ

ム
・
海
岸
の
流
域
の

状
況
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
の
資
料

を
展
示
（
国
）

○
総
合
的
な
防
災
マ
ッ
プ
の
検
討
・

作
成
、
洪
水
・
土
砂
災
害
・
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
・
配
布

（
３
市
町
）

○
避
難
場
所
や
経
路
等
に
関
す
る

情
報
の
周
知
（
気
象
・
防
災
情
報

の
提
供
）
（
３
市
町
）

リ
ス
ク
情
報
等
の
提
供

連
携
活
動

教
育
活
動

水
災
害
対
策
の
支
援

計
画
策
定

訓
練
活
動

水
防
活
動
の
支
援

○
黒
部
川
水
系
流
域
治
水

協
議
会
で
の
、
事
例
の

紹
介
及
び
有
効
施
策
の

取
り
組
み
を
自
分
事
化

（
国
・
県
・
3
市
町
）

〇
災
害
対
策
本
部
運
営

訓
練
に
よ
る
災
害
対
応

に
関
す
る
行
政
職
員
の

基
本
行
動
の
確
立

（
国
・
県
・
３
市
町
）

○
備
蓄
材
・
備
蓄
倉
庫
・
水
防
倉
庫
等
の

維
持
お
よ
び
拠
点
整
備
（
国
・
３
市
町
）

合
同
河
川
巡
視

（
R
5
.6
.8
)

○
過
去
の
災
害
状
況
も
踏
ま
え
た
防
災
講
演

会
・
出
前
講
座
の
実
施
（
国
・
県
・
3
市
町
）
）

防
災
講
演
会

In
黒
部
市

（
R
5
.1
1
.1
8
)

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
に
係
る

講
習
会
（
黒
部
市
浦
山
地
区
）

（
R
5
.7
.1
5
)

宇
奈
月
ダ
ム
資
料
館

（
大
夢
来
館
）

「
黒
部
市
立
地
適
正
化
計
画

改
定
版
」
パ
ブ
コ
メ
実
施

（
期
間
：
R
6
.1
.2
3
～
2
.5
)

流
域
治
水
協
議
会

（
R
6
.3
.2
2
)
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○
急
流
河
川
対
策
の
実
施
箇
所
の
追
加

黒
部

川
で

は
、

急
流

河
川

特
有

の
流

水
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
り

、
整

備
計

画
の

目
標

流
量

よ
り

も
少

な
い

流
量

の
洪

水
で

も
、

河
岸

侵
食

や
護

岸
の

被
災

が
生

じ
て

い
ま

す
。

近
年

で
は

平
成

29
年

7月
洪

水
の

よ
う

に
長

時
間

に
及

ぶ
洪

水
が

発
生

す
る

な
ど

、
小

規
模

か
つ

洪
水

継
続

時
間

の
長

い
洪

水
に

よ
る

被
災

の
リ

ス
ク

へ
の

対
応

が
急

務
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
度

、
河

川
整

備
計

画
を

変
更

し
急

流
河

川
対

策
の

実
施

箇
所

を
追

加
す

る
こ

と
で

、
こ

れ
ら

の
課

題
に

対
応

し
、

洪
水

に
対

す
る

安
全

性
の

確
保

に
努

め
ま

す
。

○
洪
水
処
理
能
力
の
向
上

目
標

流
量

を
安

全
に

流
す

た
め

、
引

き
続

き
河

道
整

備
（

堤
防

整
備

、
河

道
掘

削
）

に
努

め
ま

す
。

○
霞
堤
の
機
能
確
保
の
対
策

黒
部

川
の

特
性

を
活

か
し

た
伝

統
的

な
治

水
工

法
で

あ
る

霞
堤

の
「

氾
濫

水
を

河
道

に
戻

す
機

能
」

や
「

氾
濫

水
の

拡
大

を
防

止
す

る
二

線
堤

機
能

」
と

い
っ

た
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
ソ

フ
ト

対
策

・
ハ

ー
ド

対
策

を
一

体
で

実
施

し
、

家
屋

被
害

や
人

的
被

害
の

軽
減

に
努

め
ま

す
。

黒
部
川
で
は
概
ね
３
０
年
間
の
整
備
内
容
を
定
め
た
黒
部
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
大
臣
管
理
区
間
）

を
平
成
２
１
年
１
１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

河
川
整
備
計
画
の
策
定
か
ら
１
５
年
が
経
過
し
、
こ
の
度
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
、
地
域
の
意
向
、

河
川
整
備
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
河
川
整
備
計
画
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

変
更
し
た
計
画
に
基
づ
き
、
黒
部
川
の
整
備
を
段
階
的
か
つ
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

～
日
本
有
数
の
急
流
河
川
で
あ
る
黒
部
川
で
近
年
生
じ
て
い
る
課
題
解
決
に
向
け
て
～

堤
防
決
壊
を
防
止
す
る
急
流
河
川
対
策
等
の
実
施
箇
所
の
追
加

「
流
域
治
水
」
の
取
り
組
み
を
計
画
に
位
置
付
け

下
記
の
U
R
L
も
し
く
は

Q
R
コ
ー
ド
よ
り
H
P
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

計
画

規
模

を
上

回
る

洪
水

に
対

し
て

被
害

軽
減

を
図

る
た

め
、

流
域

の
あ

ら
ゆ

る
関

係
者

に
よ

る
「

流
域

治
水

」
の

取
り

組
み

を
計

画
に

盛
り

込
み

、
防

災
・

減
災

対
策

を
推

進
し

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
令

和
3年

3月
に

と
り

ま
と

め
た

、
「

黒
部

川
水

系
流

域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

に
お

け
る

・
氾

濫
を

で
き

る
だ

け
防

ぐ
・

減
ら

す
た

め
の

対
策

・
被

害
対

象
を

減
少

さ
せ

る
た

め
の

対
策

・
被

害
の

軽
減

、
早

期
復

旧
復

興
の

た
め

の
対

策
に

取
り

組
み

ま
す

。

④
流
域
治
水
の
取
り
組
み

流
域

の
あ

ら
ゆ

る
関

係
者

で
被

害
の

軽
減

に
向

け
取

り
組

む
「

流
域

治
水

」
に

つ
い

て
盛

り
込

み
ま

し
た

。

▶
変
更
の
PO
IN
T
2

▶
変
更
の
PO
IN
T
1

河
川
整
備
計
画
の
変
更
案
は
黒
部
河
川
事
務
所
H
Pで
公
表
し
て
い
ま
す
。

▶
変
更
の
PO
IN
T
2

既
存
ダ
ム
に
よ
る
事
前

放
流
の
実
施
・
体
制
構
築

霞
堤
の
保
全
に
よ
る

氾
濫
流
の
拡
大
防
止

被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧

・
復
興
の
た
め
の
対
策

宇
奈
月
ダ
ム
(H
12
完
成
)

国
土
交
通
省
管
理
ダ
ム

住
民
一
人
一
人
の
防
災
行
動
を

あ
ら
か
じ
め
定
め
る
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
の
作
成
支
援

や
普
及
を
図
り
ま
す
。

霞
堤
の
機
能
を
保
全
す
る
た
め

土
地
利
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

宇
奈
月
ダ
ム
や
利
水
ダ
ム
で
事
前

放
流
を
行
い
、
洪
水
調
節
機
能
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

黒
部
川
に
お
け
る
霞
堤

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
支
援

（
職
員
に
よ
る
出
前
講
座
）

H
29

.7
洪

水

H
29

.7
洪

水
で

の
被

災
状

況
U

RL
：

ht
tp

s:
//

w
w

w
.h

rr
.m

lit
.g

o.
jp

/
ku

ro
be

/j
ig

yo
/p

la
n/

in
de

x.
ht

m
l

国
土

交
通

省
北

陸
地

方
整

備
局

黒
部

河
川

事
務

所
流

域
治

水
課

〒
93

8-
00

42
富

山
県

黒
部

市
天

神
新

17
3 

 T
EL

：
07

65
-5

2-
11

22
(代

)
FA

X：
07

65
-5

7-
24

49

問
い
合
わ
せ

Q
Rコ

ー
ド

変
更
案
の
全
体
版
を

ご
覧
頂
け
ま
す
。

黒
部

河
川

事
務

所
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ht

tp
s:

//
w

w
w

.h
rr

.m
lit

.g
o.

jp
/k

ur
ob

e/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
比
表
に
よ
り
、

現
行
の
黒
部
川
水
系

河
川
整
備
計
画
か
ら

の
変
更
点
を
ご
覧

頂
け
ま
す
。

資料5
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黒
部
川
水
系
河
川
整
備
計
画
変
更
案
の
概
要

②
洪

水
処

理
能

力
の

向
上

③
霞

堤
の

機
能

確
保

南
島

、
福

島
堤

の
決

壊
及

び
氾

濫
流

の
戻

り
状

況
（

昭
和

44
年

（
19

69
年

）
8月

洪
水

）

二
線
堤
と
し
て
の
機
能

凡
例

要
対

策
の

霞
堤

河
道

掘
削

堤
防

整
備

黒
部

市

黒
部
流
域
治
水
出
張
所

▶
変
更
の
PO
IN
T
1

①
急

流
河

川
対

策
の

追
加

実
施 5,

40
0m

³/
s

5,
20

0m
³/

s
4,

90
0m

³/
s

（
5,

70
0m

³/
s）

■
愛

本
（

基
準

点
）

●
下

立
（

主
要

点
）

●
河

口
（

主
要

点
）

日 本 海

備
考

河
道
配
分
流
量

（
目
標
流
量
）

地
先

名
地
点
名

河
川
名

富
山

県
黒

部
市

愛
本

愛
本

黒
部

川
5,

20
0m

³/
s

（
5,

70
0m

³/
s）

宇
奈

月
ダ

ム

黒
部

川
に

お
け

る
戦

後
最

大
規

模
洪

水
で

あ
る

昭
和

44
年

8月
洪

水
と

同
規

模
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
で

も
、

安
全

に
洪

水
を

流
下

さ
せ

る
た

め
、

引
き

続
き

、
堤

防
の

強
化

、
河

道
の

掘
削

を
行

い
、

流
下

断
面

を
確

保
し

ま
す

。
掘

削
方

法
の

工
夫

（
環

境
の

保
全

・
創

出
）

霞
堤

は
、

急
流

河
川

に
比

較
的

多
い

不
連

続
の

堤
防

で
、

主
に

洪
水

時
に

上
流

で
氾

濫
し

た
水

を
河

道
に

戻
し

た
り

、
氾

濫
が

発
生

し
た

際
の

二
線

堤
と

し
て

の
機

能
を

有
し

て
い

ま
す

。
霞

堤
の

延
長

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
で

家
屋

の
浸

水
被

害
が

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

箇
所

に
お

い
て

、
霞

堤
の

延
伸

を
行

う
と

と
も

に
、

既
設

の
霞

堤
の

機
能

を
確

保
す

る
た

め
の

堤
防

断
面

の
拡

大
等

の
対

策
を

行
い

ま
す

。

や
す
ら
ぎ
水
路

（
荻
生
）

R2
年

6月
撮

影
霞

堤
開

口
部

に
流

入
す

る
水

路
を

利
用

し
て

整
備

さ
れ

た
魚

類
の

生
育

場
と

な
る

「
や

す
ら

ぎ
水

路
」

根
固
工

縦
工

高
水
敷
化
し
た
堤
防
沿
い
の
砂
州
（
寄
り
州
）
に
堤
防

の
防
護
効
果
を
期
待
し
、
河
岸
侵
食
防
止
工
と
し
て

「
縦
工
」
を
整
備
し
ま
す
。

事
業
完
了
後
の

氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

急
流

河
川

特
有

の
強

大
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

洪
水

に
対

応
す

る
た

め
、

縦
工

や
根

継
ぎ

護
岸

、
巨

石
付

き
盛

土
砂

州
等

の
急

流
河

川
対

策
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
黒

部
川

の
氾

濫
域

は
扇

状
地

地
形

の
た

め
、

扇
頂

部
付

近
で

決
壊

す
る

と
広

域
に

被
害

が
及

び
ま

す
。

従
っ

て
、

現
状

で
洗

掘
や

侵
食

に
対

し
て

安
全

度
が

低
く

、
背

後
地

の
氾

濫
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

大
き

い
区

間
（

7.
0k

付
近

～
13

.0
k付

近
）

で
の

対
策

を
追

加
で

実
施

し
ま

す
。

左
右

岸
共

に
氾

濫
被

害
が

減
少

河
床
低
下
に
伴
い
護
岸
基
礎
等
の
浮
き
上
が
り
が
発
生

し
て
い
る
、
も
し
く
は
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
箇
所
で

は
、
根
継
護
岸
工
に
よ
る
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

巨
石
付
き
盛
土
砂
州

既
設
の
縦
工
が
機
能
す
る
よ
う
に
、
要
所
に
巨
石
付
き
盛
土

砂
州
を
配
置
し
、
河
道
中
央
へ
主
流
を
向
け
、
適
切
な
砂
州

波
長
の
確
保
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

整
備

済
み

の
巨

石
付

き
盛

土
砂

州
上

に
レ

キ
河

原
特

有
の

ア
キ

グ
ミ

が
繁

茂
す

る
な

ど
良

好
な

環
境

が
形

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

急
流

河
川

対
策

の
実

施
と

合
わ

せ
て

黒
部

川
特

有
の

レ
キ

河
原

の
保

全
・

再
生

に
取

り
組

み
ま

す
。

主
な
氾
濫
被
害
の

減
少
区
域

※
H

21
策

定
の

現
行

整
備

計
画

か
ら

目
標

流
量

の
変

更
は

あ
り

ま
せ

ん
。
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